
○自営就農者…　近年堅調に50人程度を確保しており、要因として、農家出身
　　　　　　　　者が順調に就農していることが考えられます。
○雇用就農者…　60名に届く勢いであり、要因として、既存法人の規模拡大や
　　　　　　　　参入企業の増などが考えられます。

（１）自営就農者（経営作目・就農形態別） 単位：人

経営作目

就農形態

2 2

7 14 7 1 2 2 1 2 36

1 2 1 1 1 1 7

8 16 8 3 3 3 1 0 3 45

（２）雇用就農者（雇用先経営作目別） 単位：人

3 5 5 3 10 13 7 13 59

（単位：人、県農業普及部調べ）

区分 うち40歳～ うち40歳～ うち40歳～ うち40歳～ うち40歳～ うち40歳～ うち40歳～
うち

認定就農者

自営就農者 30 9 39 20 50 20 47 18 28 10 47 24 45 25 12

新規学卒 5 0 10 0 9 0 6 0 5 0 4 0 2 0 2

Uターン 19 7 23 18 27 15 27 13 14 4 35 19 36 24 4

新規参入 6 2 6 2 14 5 14 5 9 6 8 5 7 1 6

36 9 39 5 43 11 46 12 43 9 59 15 0

30 9 75 29 89 25 90 29 74 22 90 33 104 40 12

※H12年度より法人雇用を新規就農にカウント

※｢新規学卒｣･･････学校卒業後直ちに若しくは卒業後に研修を行なった上で就農した者。

　｢Ｕターン｣･･････農家出身者であるが、会社勤務等他産業に従事し、その後、会社勤務等をやめて就農した者。

　｢新規参入｣･･････非農家出身者で会社勤務等をやめて、農業に新規に参入した者。

　　　　　　　　また、農家出身であっても他産業に従事し、自ら農地取得等を行い、新たに農業経営を開始した者。
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　県において、新規就農者調査をとりまとめた結果、平成17年度に県内に新規就農
した人数は、前年度に比べ14名（15.5％）増え、104名（自営就農者45名、雇用就
農者59名）となり、昭和５７年の集計開始以降初めて100名を超えました。
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　新たな担い手づくりの第一歩として、新規就農者の安定的な確保・育成に向
け、農業技術研修や初期投資の軽減等の支援を継続していくこととしています。
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